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1 会社概要

　事業社名 株式会社　冨士越

　代表者名 代表取締役　 野澤　誠司

　所在地 冨士越　本社 〒140-0004
東京都品川区南品川　2-17-11 03-5783-3342

冨士越　市川工場 〒272-0106
千葉県市川市伊勢宿　11-30 0473-57-7951

冨士越化成 〒297-0075
茂原本社工場 千葉県茂原市押日　488-13 0475-26-0008

　事業内容 株式会社　冨士越 電車・バスの清掃及び整備の請負業務

株式会社　冨士越化成 車両用洗剤の製造と販売

　環境管理責任者 総務部係長　毛利　祐貴

　連絡先 TEL 03-5783-3342

FAX 03-5783-3755

E-mail fujikoshi@basil.ocn.ne.jp

　設立年月日 1957年5月

　従業員数 185名（エコアクション21認証登録範囲の従業員数24名）

　資本金 1,300万円

　売上高 3億6,700万円 （ 2021年4月 ～ 2022年3月 ）

　床面積 冨士越　本社 621 ㎡

冨士越　市川工場 122 ㎡

冨士越化成　茂原本社工場 ㎡

　事業年度 4月1日～3月31日
（今回の環境経営レポートの対象期間は、2022年4月～2023年3月）

1,320
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2 組織図及び認証・登録範囲

環境経営システム実施体制
（青枠外の作業所は、先方の環境経営システムに含まれている為除外）

㈱冨士越本社、㈱冨士越化成東京支店（冨士越本社常駐）　認証取得

2011年更新審査時 ㈱冨士越　市川工場　認証取得

2015年更新審査時 ㈱冨士越化成　茂原本社工場　認証取得

　取組の対象組織・活動の明確化

　経営における課題とチャンスの明確化

　環境経営方針作成の承認

　環境経営最高責任者 　実施体制の構築

　代表取締役　野澤　誠司 　エコアクション21の評価・見直し・指示・従業員への周知

　エコアクション21を運用し、維持するための経営資源を用意

　環境経営レポートの承認

　環境管理責任者の任命

　環境経営責任者 　環境負荷と環境への取組状況の把握及び評価
　代表取締役　野澤　正憲 　環境目標設定の推進と確認

　データ収集と環境経営レポートの作成

　環境管理責任者 　最高責任者への環境経営レポートの報告

　総務部係長　毛利　祐貴 　エコアクション21の構築・実施・管理

　環境経営目標・環境経営計画の策定

　工程管理責任者 　現場を統括し、エコアクション21の運用と意見交換
　営業部部長　池田　直之 　教育・訓練の実施

　茂原　省エネ管理責任者 　茂原工場でのエコアクション21の実施
　工場長　鳥海　隆志 　茂原工場のデータ収集

　市川　省エネ管理責任者 　市川工場でのエコアクション21の実施
　渋谷　邦彦 　市川工場のデータ収集

　環境経営方針の理解・取組の重要性を理解
　積極的に環境活動へ参加

2009年10月9日

役割・責任・権限職名

　全従業員

環境管理責任者

（毛利 祐貴）

冨士越 本社

（池田 直之）

冨士越化成 東京支店

（野澤 正憲）

東急電鉄  各作業所

東京モノレール 各作業所

江ノ島電鉄 極楽寺作業所

関東鉄道 水海道作業所

はとバス・各バス作業所

環境経営最高責任者

代表取締役

（野澤 誠司）
営業第1課

営業第2課

営業第3課

営業第5課

市川工場

（渋谷 邦彦）

冨士越化成 茂原本社工

場

小田急バス 各作業所

立川バス 各作業所

東急バス 下馬作業所

はとバス 各作業所
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3 環境経営方針

　株式会社　冨士越と、株式会社　冨士越化成は、事業活動を通じて環境保全に貢献し、環境配慮製品

　の開発に努め、環境と経済の好循環による脱炭素社会を実現するため積極的に行動します。

　1 環境負荷を最小限にする為、下記のことに取組みます。

　　・電力使用量の削減

　　・化石燃料使用量の削減

　　・廃棄物排出量の削減

　　・水道使用量の削減

　　・化学物質使用量の削減

　　・グリーン購入の推進

　　・洗剤容器の再使用　　

　2 環境経営の継続的改善を誓約します。

　3 環境関連法規、条例、及び当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

　4 地域社会における環境保全活動に参加し社会貢献に努めます。

　5 この環境経営方針は、全従業員に周知すると共に一般にも公開します。

【 基本理念 】

制定日　2007年8月1日

改訂日　2021年4月1日

株式会社　冨士越

代表取締役　野澤　誠司

【 行動指針 】
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4 環境経営目標

　グリーン購入の推進

　洗剤容器の再使用

　太陽光発電の利用

　※電力のCO2排出係数は、東京電力の2020年度の 0.441kg-CO2/kWh を使用しています。

5 環境経営計画

　エアコン温度管理（冷房28℃、暖房20℃）

　不要な照明器具の消灯

　クールビズ、ウォームビズの実施

　太陽光発電の利用

　エコドライブの実施
　車両の定期点検整備

　両面印刷、両面コピーの活用
　使用済用紙の裏紙利用

　作業を見直し廃棄物の削減
　産廃マニュフェストの集計、公的機関への報告

　節水活動の推進
　水道、水洗トイレ等の漏水防止

　化学物質を適正に管理
　代替物質の調査

　グリーン商品を積極的に購入
　再生品、再利用できる製品を購入

　環境に配慮した製品の開発
　洗剤容器の再使用

　敷地内の緑化
　地域の環境法規制遵守、地域の清掃活動

小林

毛利

-

1,416

-3%

-3%

-1.5% -2%
L

3,103

8,361

15,851

64,551

-1.5% -2%

-1.5% -2%
64,223

-1%
kg

L

毛利

70

-3%

3,087

-2%

-2%

-2.5%

3,177

-2%

責任者活動項目

1,431

651.2

3,210

-1.5%

-1.5%

3,242 3,226

657.9

1,445

鳥海

実施時期

通年

通年

通年

　水道使用量の削減 ㎥

kg

6866646260

500

6,2156,2156,2156,2156,215

550540530520510

通年

8,233

3,056

644.6

毛利

池田

-

池田

-2.5%

通年

3,193
-2%

通年

通年

通年

-3%

㎏-CO2

2026年度
単位

95,194

2020年実績

 （基準値）
2022年度

96,156 94,714 93,752 93,271
-2.5%-2%-1.5%-1%

環境経営目標項目

64,879

基準値
94,233

63,896
　電力使用量の削減

環境経営目標値

63,568

-3%
　二酸化炭素排出量の削減

-2.5% -3%

2023年度 2024年度 2025年度

65,534
kWh

15,609

-2.5%

-3%

1,424

8,276

15,690

-2.5%

647.9

3,071

-2.5%

取組目標

-2.5% -3%

664.5

基準値
3,150

8,488

　一般廃棄物の削減

基準値
1,460

基準値

-1.5%

基準値 -1% -1.5%

3,119

1,438

654.5

　ガソリン使用量の削減

　軽油使用量の削減

　産業廃棄物の削減

16,092

8,318

15,770

　ガソリン・軽油使用量の削減

8,403

基準値

15,931

-1%

基準値 -1%

基準値 -1%

6,215

　化学物質使用量の削減 kg
3,275

　グリーン購入の推進

　事業活動に係る環境配慮

　その他

kWh

個

個

-1%

-1%

毛利

　一般廃棄物の削減

　電力使用量の削減

　産業廃棄物の削減

　水道使用量の削減

　化学物質使用量の削減
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6 環境経営目標の実績

　軽油使用量の削減

　産業廃棄物の削減

　化学物質使用量の削減

　グリーン購入の推進 本社

　洗剤容器の再使用

　太陽光発電の利用

　※電力のCO2排出係数は東京電力の2020年度の 0.441kg-CO2/kWh を使用しています。

判定基準　目標達成率（目標/実績）で判定

〇：達成（100％以上）　　×：未達成（100％未満）

化学物質使用量

単位

　フッ化水素及びその水溶性塩 kg

　ポリ（ｵｷｼｴﾁﾚﾝ＝ｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ） kg

　デカン酸 kg

　直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及び塩 kg

　モルホリン kg

　合計 kg

〇

kWh 本社 6,215 6,277 6,092

65,534

1,445

436

3,275

60

3,242

230

62 70

　ガソリン使用量の削減

63,930

550

8,403

kg

1,518.0

本社

本社

物質名

112.9%

56.9%

127.4%

使用量

茂原工場

2.7

市川工場

計

茂原工場

L

茂原工場

計

個

106.8

茂原工場

767.8

575.2

個

65.4

kg 茂原工場

市川工場

本社

64.5

4,951

22,459

140.1%

130.6%

115.6%

6,086

14,609

14,799

752

15,931

97.1%

1,518

〇

〇

〇

×

〇

〇

121.0%

〇

×

〇

101.4%

173.7%

107.8%

213.6%

対象場所

市川工場

計

kWh

本社

計

　水道使用量の削減

環境経営目標項目

　電力使用量の削減

単位

L

本社

茂原工場

4,901

63.0

37,743 39,724

559

4,110

15,179

〇

119.3%

達成評価

茂原工場

69,470

500 510

404

342

1,195

　二酸化炭素排出量の削減

760

16,092

449

96,156

2,565

95,194

1,812

11,077

82,359

2,539

14,463

目標 -1%
2022年2020年実績

〇

〇

3,150

㎥
232

440

1,460

〇

110.6%

15,358

〇

8,488

22,234

64,879 101.5%

103.7%

138.1%

68.5%

102.6%

134.6%

×

〇

788

15,332

63.9

4,550

780

〇

〇

〇

〇

×95.0%

3,119

kg　一般廃棄物の削減

目標達成率

112.6%

20,096

78,19278,982

38,124

本社

基準値 実績

㎏-CO2

茂原工場 600.0 594.0 600.0 99.0% ×

計 664.5 657.9 663.0 99.2% ×
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7 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度（2023年）の取組内容

本社 市川 茂原

　エアコン温度管理（冷房28℃、暖房20℃） × 〇 〇

　不要な照明器具の消灯 × 〇 〇

　クールビズ、ウォームビズの実施 〇 〇 〇
　太陽光発電の利用 〇 - -

　エコドライブの実施 〇 - -
　車両の定期点検整備 〇 - -

　両面印刷、両面コピーの活用 〇 - ×
　使用済用紙の裏紙利用 〇 - ×

　作業を見直し廃棄物の削減 〇 〇 ×
　産廃マニュフェストの集計、公的機関への報告 〇 〇 〇

　節水活動の推進 〇 × 〇
　水道、水洗トイレ等の漏水防止 〇 × 〇

　化学物質を適正に管理 - - 〇
　代替物質の調査 - - 〇

　グリーン商品を積極的に購入 〇 〇 〇
　再生品、再利用できる製品を購入 〇 〇 〇

　環境に配慮した製品の開発 - - 〇
　洗剤容器の再使用 - - 〇

　敷地内の緑化 〇 〇 〇
　地域の環境法規制遵守、地域の清掃活動 〇 〇 〇

判定基準　目標達成率（目標/実績）で判定
〇：達成（100％以上）　　×：未達成（100％未満）

電力使用使用量の削減 水道使用量の削減

・太陽光発電の利用で電力使用量の10％をまかないました。 ・節水活動を呼びかける事で、水の使用量を削減し目標値を

・空調温度の適正化、不要照明の消灯し節電意識の向上。 　達成することができました。

・本社では使用量が増えました。 ・市川工場では作業工程の変更があり使用量が増加しました。

ガソリン・軽油使用量の削減 化学物質使用量の削減

・車両管理は良好でした。 ・SDSによる安全管理に努め使用量の記載を継続します。

・エコドライブの推進。

一般廃棄物の削減 グリーン購入

・裏面再利用で紙のゴミが削減できました。 ・事務用品を中心にグリーン購入率が高かったです。

・商品の購入時には、簡易包装のものを優先的に購入する。 ・今後も積極的にグリーン購入に努めます。

産業廃棄物の削減

・再資源化、再生材の利用促進は積極的に行ないました。

　ガソリン・軽油使用量の削減

　事業活動に係る環境配慮

活動項目

　その他

　一般廃棄物の削減

　水道使用量の削減

　化学物質使用量の削減

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

取組目標

　電力使用量の削減

評価

継続

　グリーン購入

　産業廃棄物の削減

次年度
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8 環境関連法規等の遵守状況確認及び評価の結果、違反、訴訟等の有無

・当社に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、法令違反はありませんでした。

・関係当局より違反等の指摘や訴訟も過去3年間ありませんでした。

冨士越・冨士越化成が遵守している主な環境関連法規

　ディーゼル車2台が対象

　業務用エアコン管理者は機器の点検を行い、記録保存

　廃棄物の適正処理、マニュフェスト管理

　事業者は努力義務

　廃車時の有料委託

　家電リサイクル法 　廃棄時の有料委託

　アイドリングストップ、クリーンディーゼル車の使用等

　廃棄物の適正処理

　廃棄物の適正処理

　公共下水道使用者として適切に排水

　廃棄物の適正処理

　排水規制基準の遵守
　騒音規制基準の遵守

　SDSの提供

　リスクアセスメントの作成

　都道府県への届け出

　毒物取扱責任者の設置

　貯蔵庫・保管庫への表示義務

9 代表者による全体の評価と見直し・指示

・環境への取組については、環境経営方針、環境経営目標の達成に向けて項目ごとに適切に実施されています。

・環境経営目標の達成はほぼ達成できており、今後も年度目標につなげていきます。

・環境経営計画は有効に機能していますが、運用状況を検証していきます。

・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画、実施体制の変更はしません。

　毒劇法

　安衛法　第28条の2

　化管法

　市川市廃棄物適正処理条例

　茂原市公共下水道条例

○

○

○

　自動車リサイクル法

　千葉県廃棄物処理適正化条例

　品川区廃棄物再利用条例

　東京都環境確保条例

○

○

○

○
　市川市環境保全条例

○

法令、条例の名称（略称） 該当する主な活動

○　廃棄物処理法

　フロン排出抑制法

　自動車NOx・PM法

　グリーン購入法 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

遵守の確認
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年度
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